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　從來硯石統・に麟する智識は少い。僅かに北九州企籔

牛島及山口縣早挾附近のものに就いて竹原千一民の研

究1〕があり，甥岸朝鮮麗簡北道の新羅統に就いては立岩

嚴・波多江信廣爾氏の研究里）があ㌫この他岡山縣成秘

附近の硯石統，一朝鮮の沃用地溝鵜に於ける新羅統相當暦

に関しての研究が若干ある。

　山口縣の硯石統は頗る慶大な面積を占めているに屯抱

らず今日まで詳細な層位學的研究が行われることの少な・

かったのは寧ろ不思議に思われることである一。之は恐ら

く，（1）珊岩，凝茨岩等火山岩乃至火山砕暦岩が多くて

暦位學上取扱いにくいこと，（2）化石の窟出が少くて古

生物學方面にも余り注意を向けなかったこと，（3）有用

鑛産資源が殆ど存しなくて鑛床學的立場からも殆ど全．く

見はなされていたこと等によると思われる。

　扱篭着は山口縣西北部の本統について豫察的調査を打

つだ。末だ充分なことは元へないのであるが，現下の施

行，食料等の諸事情及び筆者の勤務上，長期余暇が得が

たく，僅かに土曜日曜を利用ナるに過ぎぬという理由に

よって一懸調査を打切ったまムになっている。滋には今

日までに得た賛科を豫報的に報告し，今後の仕事の踏み

台としたい。

　先っ山口縣の本統が如何なる岩層上に乗っているかを

見るに，（1）磐蒲郡西部では灘両統（．・卜部ジュラ紀）＊に，

（2）聾蒲郡東部では磐浦統（下部ジュラ紀）に，（3）大

嶺淡田及厚狭衆田では厚保統（中部三騒紀）並に美禰統

（上部三盤紀）に，（4）秋吉台北方及萩附近では山口暦

群の古生暦に，（5）山口市南方では山［1千段岩類に乗っ

ている。即ち面より東に向って新しいものより古いもの

＊本研究は學術振興會の研究補助費にょっ㍍

★山口縣西部及祠岡縣北部に分布する硯石を産する・

　火山砕贋物に富む地費系統（自墾紀とされている）

　（編幹部）

1）竹原卒一：門司市及山日縣厚狭町附近の硯石統（地

　球26巻，1號昭和11年）；九州北部企救孚島の地質

　（地質，44巻，531號，昭和12年）

2）立砦巖一：慶州・永川・大都及倭館圖幅（昭和4年）

　波多江信廣；撃海及盈徳圖幅（昭和12年）

ヰ以下4つの地質時代は編輯部で書き入才したもの

の．トに乗っている。衣に麿厚を見ると之叉西より東に進

むいつれ漸次減じている様である。

　（イ）夫澤都俵山地域　　全艘として走向東北一西南

で，北西に約20。傾斜する。北部は石英斑岩により，南

部は珊岩によって貫入せられて他地域との関係は直接に

は4皿らない。地層の、と限・下限は之等火成岩類によって

切られているが1次の3部に分つ。（．ヒ位より下位に記

す）。各地腐は何れも厚さ蟹百米ある。

　　｛3）砂利が峠砂岩・凝灰岩暦

　　（2）俵山岩暦

　　（1）黒川礫岩層

　黒川礫岩層中の礫は古生暦よりの粘板岩，テヤート，

砂岩（之は少い）の亜角礫よりなる。本属申には凝灰岩

歴の部分はたい。之をルーフペンダントに乗す様に貫入

する堂が岳の扮岩のため熟鍵質をうけ甚しく硬化す孔

俵山砂岩暦は厚板朕の砂岩。砂利が峠砂岩・凝荻岩暦は

砂岩，凝灰岩の他，凝灰岩を充填物とした礫岩をも爽ん

でいる。この礫岩の礫は小形で圓礫である。北部で石英

斑岩の貫入をうけたところでは凝灰岩中に織簾石を生じ

る。

　（2）美繭・未澤郡境花層山地域　　俵山地域の東蘭

で，秋吉台の一ヒに醤る。俵山地域の黒川礫岩層との間に

堂が岳の珊岩膿が貫入し，それとの直接の闘係は不明だ

が恐らく其よりも下位を代表するものと考え乱東部の

別府村では常森統の河原上暦群’）を，西部の於稲村では．

美両統の桃木暦を不整合に被う。本城の地麿を花尾山砂

岩・凝灰岩磨とよぶ。走向東西に近く北方へ傾斜する。

傾斜は下部で約30。であるが，上部に進む（印も北方へ

進む）につれて約20。位となつて波状を呈して北叉は南

に傾斜し，大峠以北では逆に南へ1ぴ～工が傾斜し，ここ

に一つの向斜構造を作っている。砂岩，凝灰岩よりなり，

更に礫岩を爽む。．ヒ部には頁岩も若干ある。礫岩の礫は

古生暦よりの粘飯岩，テヤート，砂岩よりな乱礫は上

部で圓礫が，下部では亜矯礫が多い。最下部で桃木暦を

被う部分では，桃木暦より供給されたと考えられる砂岩

の礫を基底礫岩としてい孔この地層中深川町澁木の花

4）鳥山隆三：雁飛一常森衝群の層序（地質触替，639號

昭和23年）
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尾山頂の東北部よりは渦巻石英岩を産する。。）

　（3）末澤郡…旧地域　　花尾山地域の北に當り，これ

との間には虞く石英斑岩が貫入し直接の臨卿ま見られな

いが，美爾郡共和村柏木附近で石英斑岩が籏くなってい

るところから葦駿の分布と構造とを考えると，この地域

の地歴は花尾山砂岩・凝灰岩腐の上に乗るものと考えて

・いい。この厘域のものを茨の一2つの地層に分つ（土より

下へ記す）』

　　（2〕野波源礫岩・凝茨岩暦

　　（1）三隅砂岩暦

　このうち三隅砂岩暦は今後の精査によっては，岩質の

差によって2～3の地歴に分ける可能陸があるが，こL

では調査が充分でないので一括して取扱う。これは厚さ

ユ㎜米以。ヒの厚暦である。大平峠より三隅一機に蹟って

いる。石英斑岩の貴人による熟のため茨色の硬い砂岩と

なっている。下牛部には精板岩を來み，叉時に石英岩礫

を來む。上宇部では漸亥礫質となる。特に一一際窪ではチ

ャート及石灰岩の礫をもつ礫岩が多い。野波源礫岩・凝

灰岩層の礫は特に大形であって5cmより。10㎝1に及

ぶ亜圓礫，角礫（時に粘販岩の平板のま上のものより）

であ孔礫は粘破岩・テ十一トで之を凝茨岩で充填す孔

野波瀬の松島では珊岩駄が貫入する。

　　　　　　大津郡三隅町野波瀬松島

N　　　　　　　　　　　　　s
　　　　　　　　　　　　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一州

統の河原上腐群であらう。牙）向斜の中央には魔背の現岩一

が見られる。之は触暦に接したところでは（萩市目代）熔

流構造を見せ・その走向傾斜が地層と全く一致するとろ

こから，地歴の1部として熔流をなしたもので差ると者

へてよかろう。從って滋では衣の様になる。（土より下へ）。

　　（2）鹿背扮岩層
　　　　ツバ土
　　（ユ）糠瀕砂岩，凝灰岩層

　この庸瀬砂岩，凝灰捜暦は花尾山砂岩，凝茨岩暦に鐵

比出來るものであろう。礫岩をも爽み芝の礫は古生暦の

岩石よりなる。

　（5）劃比　　以、I：4地域のものを一鰹表の如く錫比

する。

Cg．壷築砦，　F。断」奮．　I1・瑚　　砦

　（4）萩市地域　　阿武川に渦って碗の南部から〃Lヒ

村・」明木村方面に躍る。その1部に就いては三土氏の研

究があってその圖画を参考にするを得た。。）大約の走向

は東北一西南で，北部では南方へ2デ～3ぴ傾き，南部

では北方へ約30。傾いて工つの向斜構造をしている。南

側が基底部で，北側は花樹斑岩其他の火成岩に貫かれる。

基盤砦は粘飯岩と石茨岩を來むチャートで・恐らく常森

5）高橋英太郎：山口縣地質鉄床離言直悌），木津郡深川

　町花見山硯石統中の渦巻石文砦1鑛物と地質，近刊豫

　定）

6）T．Mitもuchi：Ge⑪1⑪gy⑪｛the服g1D鮒ic七，
　Pmv．N曲gat⑪。（工925）（M．§）東大藏

一一一
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俵山地域 三隅・花尾山地域 裁　馳　域

砂利が峠砂岩・ 野波瀬礫岩．凝
凝灰岩厨 灰岩暦

俵山砂岩層

黒川礫岩層 三隅砂岩層

鹿背珊岩暦

花尾山砂岩・凝 穂瀕砂岩・擬茨
茨岩暦 岩暦

美彌統，古生暦 古生層

　（6）豊浦郡内の硯石続　　磐蒲郡内には西市一麓部

地域と・安岡一下關地域とに虞く見られている。小倉勉

氏の山口，小串爾圖幅によって大約は醜いうる。このう

ち筆者は西市一殿居一空路子方面を歩いてたにナきぬじ

観察の日籔も足らないが，大約の暦序を考えて見ると・

下より（1）西あの砂岩・擬灰岩暦，（2）鷹の子の砂岩

暦，（4）空路子の礫岩鳳（4）朝生の砂岩暦があり，最

上部には，（δ）二毘の砂岩・凝灰岩履がある。之は今ま

で取扱った大澤郡方面の暦序と犬欝比絞出來る様で’あ

る。

　こ土で更に川へておき一・たいことは，殿居南部の珊指は

砂岩暦に漸移する様だし，四辻のものも叉同じ様に思え

る。この珊岩麗は魔の羽（叉は天井岳）珊岩盤よりこ土

をへて東の堂が馬扮岩磯へ蓮蟹する屯のであるが前に遼

べた様に堂が岳では硯石統に貫入しているわけであるか

7）二つの川上村相廊つ石族岩レンズよ功小澤儀明揮

　士は刀O物エ切α1佃伽，柳州伽αg洲舳け01〃me｛，

　M伽洲‘〃伽㈹，”㌦岳ω｛舳g幻伽f舳を報じていき。

　（地質．30巻，357號P．242・大1回…12年〕。小生の採集

　品は鳥山陰……助数授の鑑定を得た。二麟己のP冊一とし

　てよからうとのことであった。証しで厚く御濃申し

　上げるo



地　　　學

ら之は，（1）場所によって貴人，潮移の闘係が異るカ㍉目）

叉は（2）一つの玲岩盤を作っていると考えている珊岩に

賢は色々の時代のものがあって重なり合っていて，あた

かも一つのものム様に見えるかの何れであると考えられ

る。こエてば恐らく第2の場合ではないかと思う。英は

この珊岩麗が色々の地歴を切る様に分布しているところ

が見うけられるからである。少しこの鱗に就いては今後

の精査が必要である。

　（7）本読中の化石1二就いて　　化石の襲貝につとめ

たが成功しなかった。今後化石の探査に主力をおく篤に

参考とすべきは今村外東教授及楠見之氏が岡山縣小田郡

（8厚狭郡松岳山の珊着は西部では硯石統に貫入し，東

部では硯石統に漸移する。之は恐らく第1への場合

　であらう。

小林貞一反東大，中期生；長門，筑前ア〕地質に就て（地

學雑誌52年616貌昭和15年）

第　2　號

下より報じた肋〃｝er伽8の産状で、之は中部の粗粒砂質

頁岩からであると云う。0）厚狭郡の牛沼田，饗蒲郡の安

岡地歴，二見，字賀方面に粘阪岩，頁岩の地歴があり，

叉・花尾山砂岩・凝茨岩暦申の上部の頁岩石・英岩の部

分は特に注意する必要があると思㌦

　（8）地殻強動史について　躍蒲郡内のものに就いて

松本達郎教授の地殻製動史が製表されている。加）小生の

調査が疎略であって未だ墜動史を明にするとか，松本数

授の研究と比較するというところまで打っていない。

　（山口大學文理學部地學教室）　（24．9．26）

9）今村クド治，楠見入：岡山縣西部グ）硯石統（昭和23

　年慶・日本地質學會講演）

　長谷晃：岡山縣西部の所謂硯石麿群産貝蝦石にっい

　．て（地質54巻，638號昭和23年）

1O）松本達郎1長門に見る後期中生代地史（地質53巻

　622イ27號昭和22年）

京都府加佐郡河西村地方の石茨岩礫岩の時代

中　　　澤　　　圭　　　二

　京都府北部の加佐郡河西村河西小學校を中心とする一

帯には三盛紀の河西暦群（新躍）が東西に分布しており，

その中には礫岩を來在している。礫岩はしばしば石次岩

礫を含んでみる。河西暦群に北接して頁岩，粘板岩．砂

岩よりなる累層があるが・それは同層群とは鐵暦で接し・

北側は璽基性深成岩類の送入をうけている。河西暦群は

すべて南に傾斜するが・この累暦は殆んど北斜し・見か

け．1二の下宇部は砂岩に富み頁岩，粘飯岩と互層し，上半

部は層理の明瞭な頁岩が主で砂岩を來在する。下宇部の

砂岩申にはしばしば礫岩がある。厚さは5～6m位で遵

縁性に乏しく，河西村蓼原西端の道路切割と同村公庄北

方・1kmの谷で露頭が見られる。この礫岩は2～7cm．

の石茨岩，織，自，茨等のチャート，頁岩，褐～淡織砂

岩，織色珪質岩の亜角礫よりなり・，陶沙は不十分で，一

般に石灰岩礫が大ぎし㌔基質は同様岩石（石灰岩は少な

い）の粗砂～細礫で，文無璽の方解石の細駄で貫かれて

ゐる。一見河西暦群の礫岩と酷似しており，東大の進級

論文ではこの礫岩迄を中生暦としているようである。石

灰岩礫中には紡錘虫の　Meo岳むんωαger伽岨　㎜＆Tgαr舳e

二Dep趾t，γ伽伽砒sp．，8o伽佃g洲㈹日p．を含んでお

り，大部分は柵鮒舳皿gθ丁伽“である。石茨岩が礫で

あるか1レンズであるかの判定は特にそれが大きい時に

は伸々困難な事があり・それによって礫岩の生成時代の

鮮麗が非常に異ってくる。北上山地の上部秩父古生暦の

薄衣礫岩中の石次岩礫とされていたものは・湊正雄1一）に

より殆んどが礫ではなく基質の一部を構成する事が明ら

かにされて，薄衣礫岩の生成状況が非常に明瞭となった。

叉著しい例としては九州球腰山地の川俣暦礫岩中の石茨

岩は最初は中生代の薄暦～レンズと者へられたが，壬）後

でその中から古生代の珊瑚zo物8伽e伽砒此舳α北舳伽Ya－

beが襲見され，この石茨岩は亘礫とみなされて中生層

（白嚢紀）にされた。晶〕勘米良亀齢’〕によれば模式池の川

俣暦の礫岩申の石茨岩はレyズであり，從ってこの部分

は古生暦として川俣暦より分離され，球磨贋と命名され

たぺ）ところで河西村の礫岩中の石茨岩は明らかに礫で

あって，礫岩の生成時期は石茨岩礫中の紡錘虫の生息當

時より新しい事は疑ない。燃しながら石灰岩のような地

質學的時間より者へれば非常に短かい間に硬い岩石を形
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